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六鋤
み
メ
モ

閣
　
日
気
象
記
念
日
、
電
波
の
日

　
　
　
写
真
の
日

二
　
日
横
浜
港
開
港
記
念
日

四
　
日
歯
の
衛
生
週
闇

　
　
　
　
　
　
（
＋
月
ま
で
）

ド
旧
旛
罷
磨
　

十
　
日
時
の
記
念
日

＋
一
日
入
梅

二
十
日
父
の
日
（
第
三
日
曜
日
）

二
＋
百
夏
至

二
十
五
日
救
ら
い
の
日

発
行
所
　
江
南
村
役
場

発
行
人
松
本
芳
治

印
型
引
秀
英
舎
印
刷

住民登録による

人口のうごき
　（40．6．1）

　人　口　　7，621

　：男　　　3，788

　女　　　3，833
　世帯数　　　　1，465

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
澱
・
灘
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

霧
襲
議
耀
、
肇
蒙
聖
、
章
に
一
駿

嚢
蓼
驚
』
翻
灘
麟
・
式
辞
・
　
　
議
舞
講
灘
灘
縫
欝

鷲
翼
製
製
擁
繍
　
　
嚢
嚢
饗
”
，
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
麺
至
譲
本
糞
側
の
露
い
懸
譲
線
一
、
九
一
霧
完

㎜㎜難縷購

馨
雛
翻
『
雛
麹
謙
灘
鞠
難
舎
，
馨

醐
漁
灘
舳
雛
翻
触
麟
’
．
合
併
＋
周
年
を
遡
え
て
硫
報
塗
．
、
薩

　
　
　
　
　
　
　
　
行
の
セ
ン
タ
ー
と
な
り
、
そ
の
偉
力
を
た
村
．
民
に
と
っ
て
は
、
よ
り
文
化
的
生
す
。
現
在
村
民
は
、
伺
を
一
番
望
ん
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
発
揮
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
　
　
　
　
活
の
行
な
わ
れ
る
一
助
と
も
な
り
、
保
い
る
か
。
A
屏
十
周
年
記
念
の
廊
奥
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
”
，
き
多
　
琴
捻
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合
併
＋
周
年
、
水
道
、
役
場
庁
舎
の

三
つ
重
ね
の
祝
賀
は
村
民
協
刀
の
結
実

の
実
証
で
あ
る
。
村
の
事
業
に
ほ
村
民

の
協
刀
が
必
要
だ
。

　
　
童
謡
ド
ン
グ
リ

ド
ン
グ
リ
コ
ロ
コ
ロ
ド
ン
グ
リ
コ

　
お
池
に
は
ま
っ
て
サ
ア
大
憂

　
ド
ジ
ョ
ー
が
で
て
き
て
今
日
は

　皆さ

ん
一
緒
に
遊
び
ま
し
ょ
ー

〈
駐
）
ド
ジ
ョ
ー
が
お
こ
り
も
せ
ず
、

　
．
、
．
、
反
対
に
皆
さ
ん
仲
良
て
遊
び
ま

　
火
し
ょ
う
と
雷
っ
た
。
耳
ば
た
で

　
　
唄
わ
れ
た
時
ト
ー
チ
ャ
ン
は
何

　
　
と
聞
く
で
し
ょ
，
フ
沿
。

　
道
路
一
本
に
つ
い
て
考
え
て
見
て
も

道
を
潤
用
し
て
わ
が
店
に
留
物
に
く
る

客
も
あ
り
、
ま
た
自
分
も
道
を
使
用
し

て
仕
事
を
し
て
い
る
。
道
は
国
の
も
の

だ
が
村
で
管
理
し
て
い
る
の
が
村
道
で

、
村
で
修
理
は
し
て
そ
の
利
益
は
村
民

が
う
け
て
い
る
の
だ
か
あ
、
道
路
の
仕

事
に
は
男
し
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

村
に
非
男
で
他
地
域
に
転
出
し
て
も

、
子
孫
か
残
し
財
産
を
村
に
持
っ
て
い

　
　
　
三
昌
一
＝
亀
昌
冒
三
昌
一
冒
三
三
マ
昌
昌
冒
曽
ム
一
一
』

　
　
　
　
名
誉
　
　
、
智

　
　
　
　
村
氏
4
・

　
政
府
は
県
下
敵
育
界
お
よ
ぴ
地
方
自

治に

永
い
あ
い
だ
貢
献
さ
れ
、
い
ま
な

お
幼
稚
園
長
と
し
て
余
生
を
ひ
た
す
ら

敵
育
の
た
め
に
身
命
を
賭
し
て
お
ら
れ

る
小
林
倭
子
弱
に
対
し
て
、
こ
の
た
び

宮
中
に
齢
い
て
勲
四
等
瑞
宗
董
の
栄
誉

に
叙
せ
ら
れ
ま
し
た
。

翁
の
こ
親
族
の
か
た
が
た
の
お
よ
ろ

こ
ぴ
は
も
と
よ
り
で
あ
り
ま
す
が
、
翁

を
名
誉
村
民
と
し
て
仰
ぐ
本
村
の
誇
り

　
計
画
し
、
そ
れ
に
要
す
る
金
作
る
ま
で
と
い
う
わ
け
に
ゆ
か
な
い
、
ま
町
村
合
併
は
一
時
終
わ
っ
た
。
自
主
外
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
染
病
で
お
も
な
も
の
は
赤
痢
、
日
本
悩

　
に
と
り
客
る
の
嚢
嚢
馨
る
に
酸
髪
る
菱
談
え
る
麗
暴
萎
る
奮
、
ぽ
く
ら
は
安
全
交
通
　
　
　
　
▽
夏
の
衛
生
△
炎
、
沓
オ
（
劣
マ
ヒ
）
奮
事

　
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
年
七
年
の
間
に
ま
返
済
が
で
き
る
力
主
独
立
を
願
う
声
だ
。
ユ
ー
ゴ
ー
も
ド
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
、
こ
れ
ら
を
禾
然
に
予
防
す
る
に
は

い
ず
れ
も
垂
あ
る
・
か
つ
姦
友
塞
票
な
い
か
尉
唇
そ
が
話
の
ミ
ニ
カ
ゑ
笠
国
だ
・
灘
畠
北
　
　
　
　
　
　
み
ど
り
の
腕
章
つ
け
る
　
　
夏
壁
季
ろ
っ
て
選
山
緩
か
食
物
盈
星
的
に
取
り
扱
っ
た
り
・
力

会
は
毯
て
も
璽
襲
璽
辱
あ
る
．
　
　
譲
去
磐
誤
南
輩
ま
っ
農
糞
っ
綾
童
奮
蓋
甕
に
葉
り
、
．
け
る
楽
し
い
季
節
毒
、
壽
期
茎
を
撃
る
こ
と
が
、
篶

　
　
参
議
院
議
員
選
挙
．
　
鶴
騰
難
継
霧
伽
鞭
、
藩
欝
織
縫
犠
薫
購
麟
搬
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
月
四
日
に
投
票
　
嘉
劉
畢
ー
バ
ィ
み
ん
．
髪
．
萎
嚢
，
　
　
，
　
　
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
江
南
村
の
防
犯
連
絡
貴
任
者
の
か
た
力
　
　
宇
治
川
寅
松

い
よ
い
よ
参
議
院
議
員
選
挙
が
き
た
区
か
ら
一
〇
〇
名
、
地
方
区
か
ら
一
五
う
に
設
備
い
た
し
て
お
り
ま
す
か
ら
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
）
　
O
柴
　
　
柴
五
三
郎

る
七
月
四
日
執
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
O
名
の
議
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
　
気
軽
に
投
票
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
成
・
沢
吉
田
八
十
市
・
萩
原
貞
之
O
千
代
寺
山
高
治

薙
．
本
年
は
、
屡
叢
華
五
参
饒
賢
の
霧
は
六
餐
、
三
年
明
る
く
正
し
い
選
の
歌
入
叢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奮
讐
・
囲
茂
三
郎
　
審
産
駿
場
入
江
壮

周
年
、
普
通
選
挙
制
慶
雁
行
四
十
五
周
O
と
に
議
員
の
半
数
が
改
選
さ
れ
ま
す
　
　
　
「
き
れ
い
な
せ
ん
き
ょ
」
　
　
　
鯉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Q
二
本
長
谷
川
喜
二
郎
、
長
谷
川
　
緊
急
の
場
合
の
淫
籍
は
、
電
話
あ
る

年
、
婦
参
肇
周
年
と
日
毒
今
回
の
馨
驕
に
碁
豊
、
そ
ら
縫
れ
て
る
纏
逡
　
　
　
　
　
　
　
　
生
福
一
　
　
　
唇
頭
嚢
灘
、
皇
り

墨
ま
こ
と
に
記
念
す
ぎ
肇
あ
る
る
た
契
譲
そ
が
し
総
響
馨
勇
言
の
よ
う
け
カ
れ
な
レ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宝
醤
蚤
最
　
　
の
駐
辞
、
建
は
バ
占
ル
、
そ

年
で
あ
り
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
い
ま
す
が
、
有
権
者
の
か
た
が
た
の
麿
　
　
あ
か
る
い
せ
ん
き
ょ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年
．
O
上
押
切
鱗
原
毒
郎
新
井
政
男
　
の
他
動
務
中
の
警
察
官
に
お
願
い
し
ま

参
識
院
は
定
員
二
五
〇
各
で
、
全
国
熱
意
を
も
っ
て
、
従
来
以
上
の
良
い
投
　
　
　
よ
い
ひ
と
　
え
ら
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
下
押
切
持
田
宗
昌
、
大
島
正
雄
　
　
す
。

昌
＝
三
『
三
一
一
－
言
亀
言
ミ
q
量
軸
　
羅
盗
羅
髭
る
よ
．
暑
願
い
い
募
わ
苫
く
に
つ
く
る
呈
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
霜
発
　
　
　
　
藷
竈
は

行

蒙
翁
は
今
舞
の
賀
を
お
た
畢
町
藝
管
理
嚢
，
．
、
雛
箋
裟
　
　
　
　
　
す
融
、
誕
繁
小
島
孫
、
蘂
簿
難

迎
え
さ
れ
る
高
令
に
あ
り
ま
す
が
・
若
は
各
種
団
体
の
協
賛
を
得
て
、
朋
る
く
　
　
　
き
れ
い
な
　
せ
ん
き
ょ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
断
O
御
正
新
田
福
島
芳
雄
、
折
川
高
一
す
。
す
ぐ
き
て
く
だ
さ
い
」

い
人
達
が
顔
魯
す
る
く
ら
い
心
異
晋
い
馨
運
動
を
莚
い
た
し
て
お
謙
ひ
と
え
ら
び
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
横
霧
嚢
、
橋
萎
三
　
　
　
．
．
．
．
．
タ
ヤ
ン
．
．
．
．
．
．

に
馨
霧
の
か
奮
茜
の
り
手
．
皆
さ
ん
§
ひ
あ
運
動
、
へ
お
の
く
に
を
つ
く
室
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
・
覆
苗
竹
盗
、
籍
葵
こ
う
い
、
暑
察
へ
の
連
擁
と
き
に
は

研究に

馨
に
錘
の
籍
談
相
に
舅
願
っ
て
、
全
犠
蓋
登
二
と
り
は
な
い
て
る
．
縁
て
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
光
恒
　
　
あ
る
そ
う
で
す
が
、
せ
っ
カ
く
の
蕩

舌
し
姦
的
に
蓮
さ
れ
て
お
ま
．
晶
願
い
髪
す
、
　
あ
の
ど
り
雲
つ
ほ
蒙
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
漂
蓉
肇
、
圏
幸
治
、
力
に
も
、
警
琶
響
こ
遍
て
よ

り
義
　
　
，
　
欝
覆
桀
と
屡
村
囹
力
た
芒
い
せ
ん
き
ょ
で
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
思
続
　
　
　
い
の
や
薯
っ
ぱ
君
か
皐
困
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
所
に
設
置
し
、
作
業
衣
（
農
作
業
の
ま
　
　
　
よ
い
ひ
と
え
ら
ぴ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O
小
江
川
野
口
理
一
、
岡
部
市
年
、
　
て
し
零
つ
こ
と
が
あ
る
そ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
）
の
ま
ま
で
投
票
所
に
は
い
れ
る
よ
　
　
た
の
し
い
く
に
を
つ
く
ろ
う
よ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
翼
二
郎
、
松
本
文
治
　
　
　
　
　
連
絡
さ
れ
る
と
き
に
は
ま
ず
、
運
絡
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
　
絡
所
」
と
い
う
標
札
が
か
か
げ
て
あ
り
7
、
そ
の
他
防
犯
上
の
意
見
、
要
望
が
○
塩
　
　
　
中
村
丑
三
　
　
　
　
　
　
の
住
所
、
氏
名
（
私
は
江
南
村
O
O
番

　
　
　
　
　
　
㌦
ん
な
の
難
匙
る
．
．
藩
灘
盛
欝
．
羅
懸
、
．
蝶
雛
纏
．

　
　
　
　
　
　
鰍
鞭
鑛
雛
蕪
鱒
奪
儲
だ
乳
難
．
．
秀
．
覧
．
．
難
．
・
、
纐
、
醗
・
，
・
◎
。
雛
雛
讐
．

　
　
　
　
　
　
　
　
置
さ
れ
ま
し
た
。
犯
罪
霜
か
ら
な
く
　
そ
こ
藁
蓮
絡
費
任
者
の
カ
た
が
3
、
不
留
者
の
立
ち
回
り
が
あ
っ
た
と
　
　
　
　
　
　
　
　
無
、
糊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
▼
　
　
　
　
　
緊
急
電
話
（
熊
谷
局
）
二
〇
番

　
　
　
　
　
　
藁
鎌
難
馨
護
鷲
寒
に
し
羅
諄
謹
蟹
、
鑓
．
，
、
．
　
普
通
騰
嘩
九
番

　
　
　
　
　
　
　
　
嘗
る
心
が
き
沃
」
を
み
ん
な
が
持
つ
こ
で
守
る
心
が
き
几
」
（
こ
れ
を
自
衛
防
　
　
た
と
き
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ψ
　
帖
．
灘
蔑
　
鍵
、
・
聾
・
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
四
番

　
　
　
　
　
　
　
　
繋
響
鵜
鱗
難
講
纏
雛
獣
．
蟹
難
灘
．
羅
　
・
・
騨
輪

　
　
　
　
　
　
　
　
人
検
挙
に
あ
た
り
ま
す
が
、
犯
入
に
や
　
　
防
犯
運
瀟
所
に
は
「
江
璽
斜
防
犯
運
　
　
　
の
出
席
を
駅
め
ら
れ
る
と
き
　
　
『
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‘
」
　
　
譲
鐵
鷺
蟄
髪
　
　
　
謬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
防
犯
遅
絡
所
の
標
札




